
 

             とは、まちが災害によって被害を受けてしまうことを想定し、災害が発生する前から被災後のまちづくりの
方針や復興プロセスについて検討し、必要な準備を進めておくことです。このうち、地域主体で行う被災後のまちづくりに関す
る活動を                といいます。 

被災後、自治体では都市復興に取り組むことになりますが、地域の復興を進めるためには、地域の皆様の主体的な参画が
欠かせず、避難生活をしながら、生活の回復やまちの復興などについて考えていくことになります。 

り、今回の訓練は STEP３「地区の復興像をみんなで描く」ための土台を整える取組です。 
今回の訓練では、避難生活をおくる際に、様々な立場で考えられるよう、仮想の家族になりきって被災後のことを考える「復

興ロールプレイ訓練」を行い、自分自身や地域の皆様で考えること・取り組むことについて話し合いました。また、「まちの復興」
について、自助（自分）、共助（地域）、公助（市）で取り組むことなどの意見交換を、高ヶ坂地区の方々と共に実施しました。 

事前都市復興 

復興まちづくり 

「町田市における事前都市復興の考え方」では、行政と市民それぞれが平時から

備えておくべき事項を示しているほか、本書において市内の想定される建物被害を

確認し、町田市における災害リスクの特徴や課題を紹介しています。また、復興まち

づくりに関する情報をホームページや広報、動画配信等で発信しています。 

お住まいの地区で復興まちづくりについて考えたい等のご要望があれば、下記ま

でご連絡ください。 

■■ 復興まちづくり・４つの STEP ■■ 

町田市における事前都市復興の考え方 ～事前都市復興基本方針～ 
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みんなで実践して備える 事前都市復興 

202５年 11 月 高ヶ坂地区 

■■ 訓練の総評 ■■ 
 

町田市における 
事前都市復興の考え方 

(市ホームページ) 

もともと地域の課題は皆さんよくご存じで、それに対し様々な取り組みがされていることを教えてい
ただきました。地域の復興の話し合いをする中でも、ひとつ先の組織づくりの話にまで内容が及んで
いたので、今後何か市に相談をする際にも、今回の話し合いをヒントに深く話ができると良いなと思い
ました。                     （東京都立大学 都市環境学部 都市政策科学科 益邑明伸助教） 

町田市 

まちを復興していく際に課題になりそうなことや復興後も残していきたい地域資源
など、お住まいの地区の“地区特性”を把握しましょう。 

STEP１ 都市復興についての理解を深めよう 
 都市復興とは何なのか・何をすべきなのか情報を集め、地域や行政が開催するセ

ミナーや勉強会等へ足を運ぶことから始めてみましょう。 

STEP３ 地区の復興像をみんなで描こう 
 把握した地区の課題・資源などをもとに、被害が発生した際の対応や復興像などについて、訓練等を通して

地区の皆様と話し合い、共有しましょう。 

STEP４ 地区の復興まちづくり活動として展開

 
 

❖2025 年 11 月 事前都市復興 模擬体験（高ヶ坂地区） 

仮想の家族になりきり、避難生活の過ごし方や、まちの復興に至るまでの自助・共
助・公助のプロセスをイメージし、STEP３「地区の復興像をみんなで描く」ための土
台を整える取組として「模擬体験」を実施しました。 

日  時 ：2025 年 11 月 15 日（土）10:30～13:00 
参 加 者：8 町内会・自治会 計 26 名 

（高ヶ坂第一町内会、高瀬住宅自治会、芝好園自治会、高北自治会、高ヶ坂住宅自治会、 
 晴見台自治会、高美台町内会、高ヶ坂第２アパート自治会） 

共同研究：東京都立大学 都市環境学部 都市政策科学科 市古太郎教授・益邑明伸助教 
協  力 ：工学院大学 建築学部 まちづくり学科 村上正浩教授 

 

❖毎年開催 事前都市復興セミナー「今から考えるまちの復興」 

市では、東京都立大学の先生をお招きし、事前都市復興についてわかりやすく解
説するセミナーを開催しています。過去の災害から学ぶべきこと、事前都市復興の意
義、復興における地域参画の重要性等について、知ることができます。 

❖2024 年 11 月  事前都市復興 まち歩き訓練（高ヶ坂地区） 

実際に地域を歩いて、災害後の復興に関する地域の課題や、将来にわたり残すべ
き地域資源等を確認することを目的とし、「まち歩き訓練」を実施しました。 

STEP２ 地区の課題や資源を把握しよう 
 

訓練の内容は 
内面を Check！ 

高ヶ坂地区は複数の町会・自治会がありながらも仲良くやっているようで、地域の今後の復興を考
える中では、単独の町会だけではなく、お互いに広く連携してやっていくための基盤ができているよう
に思いました。今回のグループ内で完結させるのではなく、より広く復興を考えていくということにつな
げていけると良いと思います。           （工学院大学 建築学部 まちづくり学科 村上正浩教授） 

■■ 次の STEPに向けて… ■■ 
 

■ 地域復興協議会
ちいきふっこうきょうぎかい

被災地区ごとに構成され、地域
力を活かした“復興の核” となる組
織です。被災後に、町内会自治会
等の既存の地元組織、消防団、 

地元事業者等か
ら構成することを
想定しています。 

どんな組織？ 地域と行政の調整役とな
り、被災後に行政が作成する
「都市復興基本方針」を受け、
「都市復興計画」について、地
域の意見をとりまとめて行政
に提案する役割を担います。 

想定される役割➊ 
地域の声を行政に届ける 

環境整備、生活改善、地域安全
等の活動に関するルールを定めた
り、時限的市街地※の設置や仮設
建築物づくりの際には地域のニー
ズ把握や合意形成支援などを通
して行政との協議を行います。 

想定される役割➋ 
地域の復興活動を主導する 

※時限的市街地とは…本格的な復興まで生活を支える場として、仮設による住宅、店舗、事業所など利用可能な建築物等で構成される市街地のこと。 

どんな役割？ 

次の STEP３では、これまでの学びをもとに「地区の復興像をみんなで描く」段階に入っていきます。 

実際に被災してしまった際に

となります。 

ここでは、                について、より詳しく説明します。 地域復興協議会 

１日でも早い復興を進めるためには、地区の将来像をどのように描いていくのか、地域の

皆様が協力して地域力を活かした組織『地域復興協議会』をつくることが重要なポイント

本日は復興を考えるというテーマで、町内会自治会等での地域防災活動と地域リーダーとして感じ
ていらっしゃる不安について、本音ベースでお話をいただきました。事前復興まちづくりの中心は「くら
し」の回復にあり、このように地域防災活動の延長として捉えていただいたことに深く感謝申し上げま
す。一方で備蓄している食料や水は、一度供出して終わってしまうかもしれない、今回テーマとした在
宅避難生活は1週間程度では解消しない可能性もあるが、地域としてどう考えたらよいか、という質問
もいただきました。能登半島地震被災地では、各集落での備蓄がいったん底をついても、3日後あたり
から、行政や民間からの支援物資が到着し、直後対応に継続して集落としての支え合いの中で、避難
生活を乗り越えていった集落も少なくありません。つまり町田でも地域組織を中心として直後緊急期
を乗り越えることで、数日後からは支援物資も到着し、地域組織を核とした在宅避難生活からの「くら
しの回復」について見通しが立ってくること。災害備蓄は地域協働復興にもつながってくる、そんな共
感が広がった点、とても大切な成果と感じます。 

（東京都立大学 都市環境学部 都市政策科学科 市古太郎教授） 

町田市では地域の皆様が平時から復興まちづくりについて考え、理解しておくための取組として ４つのSTEP を掲げてお

STEP１からSTEP３の取組を地区に適した形として整え、できることから継続的に地区の復興まちづくり活動
として展開してみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ班（ 高ヶ坂第一町内会 ＋ 高美台町内会 

＋ 高ヶ坂第２アパート自治会 ） 

 

 Q4 は⑦を選択 
 留守宅が心配なこともあり、テントや車を
仮住まいとしたが、⑤や⑥の申込は行う。 

Q5 では、健康面・衛生面・栄養面 
が問題。 

３０分後 

■■ ワーク１ 復興ロールプレイ訓練 ■■ 

避難所にはなっていな
いが、情報拠点として
の活用が考えられる。 

集会所は災害時の本
部になると考えられる
が、とても狭い。 

町内会独自で避難所に
避難する前の一時的な
避難所として設定。 

土砂災害が起きた場合、
状況に応じた原型復旧ま
たは改善を目指したい。 

川の水は生活用
水として使えそう。 

復興とあわせて、都道
の拡幅ができると良い。 

成瀬街道への動線にな
るが交通量が多くスム
ーズな交通が難しい。 

市が復旧等を行え
るよう私道を市道
認定してほしい。 

芝生広場は、様々な
活用が想定されるた
め、災害時の使い方
を考えておきたい。 

高ヶ坂住宅 
● 

モノレールの路線
ができれば、避難
や活動がしやすく
なる。 

高ヶ坂住宅は災害
時の仮住まいとして
活用したい。 

オープンスペースだ
が、浸水リスクあり。 

仮設住宅としての活用が考えられる。 

 高ヶ坂第一町内会 

高瀬住宅自治会 

高ヶ坂第一町内会 

高美台町内会 高ヶ坂第２アパート 

自治会 

芝好園自治会 

高ヶ坂住宅自治会 

晴見台自治会 

向陽台自治会 

高北自治会 

国際版画美術館 
● 

南大谷スポーツ広場 
● 

町田第六小学校 
● 

原町田ふるさとの森 
● 

高ヶ坂小学校 
● 

町田こひつじ幼稚園 
●      

熊野神社 
● 

高ヶ坂郵便局 
● 

高瀬第一公園 
● 

高瀬橋 
● 

旧高瀬橋 
● 

三蔵寺橋 
● 

● 

雨水調整池 

高瀬第二公園 
● 

高ヶ坂ともだち公園 
● 

芹ヶ谷公園 
● 

高ヶ坂幼稚園 
● 

高ヶ坂なかよし保育園 
● 

高ヶ坂わさび田公園 
● 

三塚児童公園 
● 

町田第二小学校 
● 

高ヶ坂ふれあいセンター 
● 

町田第二中学校 
● 町田第二中学校や芹

ヶ谷公園の避難所とし
ての使い方について、
自治会同士で話し合
った方が良い。 

芹ヶ谷公園を避難所
や救援等の拠点とし
て活用できると良い。 

活用の可能性がある広い
オープンスペースがある。 

地 区 外 に 接 続
する道路が２か
所しかない。 

私道の幅員が狭く市
に移管ができない。 

平らな場所や空き地
が不足。広域での避
難を考えるべき。 

Ｃ班（ 芝好園自治会 ） 

Ｄ班（ 晴見台自治会 ＋ 高北自治会 ） 

 

 基本は在宅避難。町内会自治会等では独自の
備蓄品の提供が「できる事」として考えられる
が、行政・国の支援物資の交通整理についても
検討が必要。 

 町内会自治会の役員の高齢化により引継ぎも
難しい状況。地域復興協議会の立ち上げには、
若い元気な世代にも関わってもらいたい。 

 生活インフラの応急が最優先。権利関係の整
理、意見の分散化等により合意形成に時間を要
してしまうため、復興について平時からまとめて
おくのが理想。 

Ｂ班（ 高瀬住宅自治会 ＋ 高ヶ坂住宅自治会 ） 

  高ヶ坂住宅には空き部屋があるため、仮設住宅
としても使える可能性がある。また、高ヶ坂住宅
にある広いオープンスペースは被災後の一時的
な避難生活の場や瓦礫置き場などに活用できる
可能性があるのではないか。 

 高瀬住宅自治会は恩田川の大雨による溢水な
どで東西に分断されるおそれがあり、被害状況
によっては配給場所に行けない可能性がある。 

 自治会単位での備えには限界があるので、周辺
自治会・避難所との連携、広域な連合会として
の対応が必要となるが、地域復興協議会の認識
不足もあり構成範囲を決めることは難しい。 

■■ ワーク２ まちの復興 意見交換 ■■ 

■実施方法 
「なりきりカード」を用いて、参加者２，３人が仮想の家族になりきり、住家の被害状
況に応じて、地震直後～３日後～２週間後の避難生活について検討。 
■復興訓練用 被害想定 
東京都多摩東部直下（M7.3）の被害量を【２倍】にし、高ヶ坂 1～7 丁目で 
全壊棟数率 3.2%、大規模半壊+半壊棟数率 13.8% として想定。 
■検討テーマ 
【３０分後】本震の揺れが収まった後の自宅外避難判断 
【３日後】広域避難の選択肢／在宅避難生活の工夫 
【２週間後】仮住まい先の選択／続く避難生活に伴う課題 

■実施方法 
町内会自治会を４つのグループに分けて、下記テーマについて 
地図を囲んで意見交換。 
■意見交換テーマ 
・地震発生時のまちの課題や災害時の資源となる場所を考える 
・ライフライン回復までの期間、地域として取り組めることを考える 

まずは身の安全を自分で
確保。この先の行動を判断
しなければなりません。 

50代夫婦と 
高校・大学の子の 4人世帯 

全壊 大規模
半壊 

半壊 一部損壊 

《住家被害カード（4 種類）》 《家族カード（4 種類）》  ※より詳細な状況設定もあり 

家族 A 

家族 B 

家族 C 

家族 D 

60代夫婦 2人世帯 

70代夫婦 2人世帯 

80代女性単身世帯 

な
り
き
り
カ
ー
ド 

大雨等の際には、
流木等が水の流れ
を阻害し、氾濫する
おそれがある。 

３日後 
地域の皆様による避難所の運営が始まり、
市も建物被害状況の調査などを始めます。 

２週間後 
避難施設から仮住まい先への移転時期。地域に
戻る準備を始めるために、まちの復興をみんな
で考えましょう。 

Q2家族の一部もしくは全員での「広域避
難（高ヶ坂地区を離れて避難生活）」
のメリット・デメリットは？ 

Q3電気は明日、水道・ガスは１週後の復旧見
込み。※復旧時期は訓練用仮設定 
在宅避難生活でできる工夫は？  

Q4仮住まい先の説明があった。どれを選ぶ？ 
①賃貸住宅(自費)             ②親戚知人宅 
③勤務先からの提供施設     ④別荘 
⑤公営住宅  ⑥応急仮設住宅  ⑦その他 

Q5 発災から２週間、避難生活が続いている。どんな
問題を抱えているだろうか？ 

Q1 本震の揺れが収まった後の避難
行動（先）は？ 

①自宅に留まる  ②学校避難施設 
③近くの公共施設 ④近くの家族や親族先 

？ ？ ？ 

～ 訓練で出た意見 ～ 

Q1 は①を選択 
ペットも飼っていて、町内会活動
にも関われていないため、一部

損壊程度で自宅に留まれるので
あれば自宅にいる。 

家族 C 一部損壊       Q2 では、すぐに生活 
再建できたり、助けてもらえる環境が 
ある一方、地域とは疎遠になってしまう。 

Q3 では、ラップをお皿に巻いて節水        
できる工夫がある。 

 

家族 A 半壊 

ワーク１で自助の視点、ワーク２で共助の視点で話し合う
ことで、様々な状況を踏まえた深い議論に繋がります！ 

これらの成果を、次の STEP３「地区の復興像をみんなで描こう」につなげていきます。 

家族 B 一部損壊 

 町田第二中学校、町田第
六小学校への避難を想定
して、避難所の開設訓練を
実施しており、共助の力を
育んでいる。 

 自治会の名簿を作成し、助
け合いできるようにしてい
る。 

 井戸や応急給水拠点があ
るが、食料は各家庭で備蓄
することにしている。日持ち
しない食材をかき集めて炊
き出しもできるのでは。 

 私道は、市と協議の上、市が管理する道にする等、
適切なタイミングで復旧できるようにしておきたい。 

 地区外に接続する道路が２か所しかなく、片方は
傾斜が厳しい。幅員の狭い私道が多く、拡幅でき
ず市に移管できない。 

 芹ヶ谷公園を災害時避難
所としたり、トイレ・給水・救
援物資の拠点とするなど、
うまく活用できると良い。 

 被災後の町田第二中学校
と芹ヶ谷公園の使い方につ
いて、用地の取り合いとなる
かもしれないので、避難所・
避難広場として利用する自
治会同士で話し合った方が
良い。 




